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イントロダクション

アルテラのMAX+PLUS IIとシノプシス社のDesign CompilerまたはFPGA Compiler間の
インタフェースの実現により、デザインの合成とアルテラのデバイスをターゲットにしたデザイ
ンの実現が簡単に行えるパスが提供されます。アルテラは、このアルテラ／シノプシスのデザイ
ン・フローに対して下記を含む大幅な改善を実施しました。

■ シノプシスのDesign CompilerまたはFPGA Compilerのデザインから階層化されたアサ
イメント情報の取り込みをサポート

■ シノプシス・ツールによる最新スピード・グレード・デバイスのサポート
■ 合成結果のさらなる効率化
■ マルチプレクサのサポートを改良

MAX+PLUS IIのバージョン9.0のソフトウェアには、シノプシス・ツールの階層化されたデザ
インのタイミング・アサイメントをMAX+PLUS II互換のフォーマットに変換する２つの新し
いユーティリティ・プログラム、gen_hac f と gen_ iac f が含まれています。これにより、
MAX+PLUS IIにおいて低レベルのデザイン・ファイルに対するタイミング・コンストレインを
再入力する必要がありません。

図１はUNIXワークステーション上で動作するアルテラ／シノプシス・インタフェースのデザイ
ン・フロー・ダイアグラムを示したものです。

図１ UNIXワークステーション用アルテラ／シノプシス FPGA Compiler、Design Compilerイン
タフェース
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ユーティリティ・プログラム、gen_hacfと gen_iacfの使用方法

階層化されたタイミング・コンストレインのシノプシスのコマンド・ファイル（.cmd）から
MAX+PLUS II のアサイメント・アンド・コンフィギュレーション・ファイル（.acf）への変換
には、gen_hacfとgen_iacfのユーティリティが使用できます。これらのユーティリティを使用し
て階層化されたまたは階層化されていないタイミング・コンストレインをシノプシスのツールか
らMAX+PLUS IIのソフトウェアに受け渡すときに、データをシノプシスのコマンド・ファイ
ル・フォーマットからACFフォーマットに変換します。２ページの表１には、タイミング・コ
ンストレインをシノプシスのツールからMAX+PLUS IIへ受け渡すときに使用されるコマンド
とその機能が説明されています。
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タイミング・コンストレインを受け渡すときに使用するインストラクションの詳細につい
ては、MAX+PLUS II のHelp機能を活用して確認するか、アルテラのウェッブ・サイト、
http://www.altera.comの中のAltera Technical Support（AtlasTM）のセクションに提
供されているAltera Commitment to Cooperative Engineering Solutions
（ACCESSSM）のページを参照してください。なお、これらのガイドラインはMAX+PLUS
II Programmable Logic Development Software CD-ROMの中にも含まれており、
MAX+PLUS II のソフトウェアと共にインストールすることが可能です。

下記は、下位レベルのデザインにのみタイミング・コンストレインを持つデザインに対す
るdc_shellスクリプトの記述例を示したものです。ここでは表１のコマンドを使用し、新
しい gen_iacfと gen_hacfのユーティリティ・プログラムにより階層化されたタイミング・
コンストレインを処理しています。スクリプトの記述例の詳細については、MAX+PLUS II
のACCESS Key Guidelinesを参照してください。

/* dc_shell script example to interface with new hierarchical
gen_iacf and gen_hacf utilities
This example includes timing constraints on lower-level
designs only */

read -f vhdl LOWER1.vhd
read -f vhdl LOWER2.vhd
read -f vhdl TOP.vhd

elaborate LOWER1
current_design=LOWER1
include timing1.cmd
compile
design_name=LOWER1
include /usr/maxplus2/synopsys/bin/gen_iacf.cmd
sh /usr/maxplus2/synopsys/bin/gen_iacf LOWER1

下位レベルの各デザイ
ン・ファイルにreadのコ
マンドを繰り返し実行。

下位レベルの各ファイル
に繰り返し実行。

read -f vhdl/verilog ＜デザイン名＞ デザイン・ファイルの読み込み。階層化された各デザイン・
ファイルに対して、下位レベルのファイルからトップ・レ
ベル・ファイルの順にこのコマンドを繰り返し実行。

elaborate ＜デザイン名＞ 中間的なHDL（Hardware Description Language）の
フォーマットからデザインを作成。

current_design= ＜デザイン名＞ 現在のデザインを指定。

include ＜タイミング・ファイル名＞ 現在のデザインに対するタイミング・コンストレインを含
んでいるシノプシスのコマンド・ファイルを規定。

compile デザインをコンパイル。

design_name= ＜デザイン名＞ ＜デザイン名＞に対する gen_iacfユーティリティで使用さ
れる design_name の変数の指定。

include/ ＜パス名＞ /gen_iacf.cmd タイミング・コンストレインを受け渡すのに必要なファイ
ルを生成。

/ ＜パス名＞ /gen_iacf ＜デザイン名＞ タイミング・コンストレインを含む中間的なコンストレイ
ン・ファイルの生成。タイミング・コンストレインを含むす
べてのデザインに対してこのコマンドを繰り返し実行。

write -f edif -o  ＜トップ・レベルのデザイン名＞ .edf -h MAX+PLUS II で処理するための階層化されたEDIF 入力
ファイル（.edf）の生成。

/ ＜パス名＞ /gen_hacf  ＜トップ・レベルのデザイン名＞ 複数の中間コンストレイン・ファイルをひとつの階層の
ACFに統合。

　表１ gen_hacf とgen_iacfのユーティリティを使用して階層化されたタイミング・コンストレインを受け渡すときに
使用するコマンド

コマンド 説　　明

＜サブ・デザイン・ファイル・リスト＞
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elaborate LOWER2
current_design=LOWER2
include timing2.cmd
compile
design_name=LOWER2
include /usr/maxplus2/synopsys/bin/gen_iacf.cmd
sh /usr/maxplus2/synopsys/bin/gen_iacf LOWER2

current_design=TOP
write -f edif -o TOP.edf -h
sh /usr/maxplus2/synopsys/bin/gen_hacf TOP subdesign.list

quit

階層化されていないタイミング・コンストレインの受け渡しにも表１のコマンドは使用で
きますが、アルテラは表２に示されている最新のユーティリティ、syn2acfのコマンドを
使用することを推奨します。表２には、この syn2acfのユーティリティに提供されている
コマンドとその機能が解説されています。

下記は、表２のコマンドを使用してsyn2acfのユーティリティを動作させるためのdc_shell
のスクリプト記述例を示したものです。

/* dc_shell script example to interface with the syn2acf utility */
read -f vhdl LOWER1.vhd
read -f vhdl LOWER2.vhd
read -f vhdl TOP.vhd
include timing.cmd
compile
current_design=TOP
include /usr/maxplus2/synopsys/bin/syn2acf.cmd
sh /usr/maxplus2/synopsys/bin/syn2acf TOP
quit

追加情報

アルテラは、サード・パーティのEDAツールとMAX+PLUS IIをスムーズに使用するた
めの幅広いサポート資料を提供しています。技術的なサポートが必要な場合は日本アルテ
ラまたは販売代理店へご相談頂くか、アルテラのウェッブ・サイトの中に提供されている
MAX+PLUS II ACCESS Key Guidelineのページを参照してください。 アルテラのソ
フトウェアとサード・パーティのEDAツールとのインタフェースに関する代表的な質問
と回答については、アルテラのウェッブ・サイトに提供されているAtlas Solutionsのペー
ジをご覧ください。

下位レベルの各デザイ
ン・ファイルに対して繰
り返し実行。

　表２　syn2acfを使用して階層化されていないタイミング・コンストレインを受け渡すときのコマンド

read -f vhdl/verilog ＜デザイン名＞ デザイン・ファイルの読み込み。

include timing.cmd タイミング・コンストレインを含むコマンド・ファイルの指定。

compile デザインのコンパイル。

current_design= ＜デザイン名＞ 現在のデザインを指定。

include / ＜パス名＞ /syn2acf.cmd タイミング・コンストレインの受け渡しに必要なファイルを生成。

/ ＜パス名＞ /syn2acf ＜デザイン名＞ syn2acfの起動。

コマンド 説　　明
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下記の資料には、さらに詳細な情報が提供されています。

■ MAX+PLUS II ACCESS Key Guidelines
■ MAX+PLUS II Programmable Logic Development System & Software のデー

タシート（日本語版有り）
■ EDA Software Support
■ Technical Brief 39（Using Synopsys Design Compiler & FPGA Compiler to

Synthesize Designs for MAX+PLUS II Software）（日本語版有り）

これらの資料は日本アルテラの各販売代理店、またはアルテラのウェッブ・サイト、http://
www.altera.com（日本語版の資料は、http://www.altera.com/japan/）を通じて入手できます。
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